
藤
織
り
体
験

万
葉
の
こ
ろ
か
ら
の
古
代
布
・

藤
布
は
、
自
生
す
る
藤
の
蔓
を

用
い
、
紡
い
だ
も
の
。
試
着
す

れ
ば
気
分
は
万
葉
人
。
伝
承
に

取
り
組
ん
で
27
年
、
そ
の
技
術

は
京
都
府
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

里
山
の
技
体
験

渾
身
の
闘
い
の
末
、
人
は
自
然
を
生
活
に

役
立
つ
物
に
変
え
ま
し
た
。
里
山
の
智
恵

は
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
転
換
す
る
道
し

る
べ
で
す
。
五
感
を
解
き
放
ち
、
伝
承
技

術
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

定
置
網
揚
げ
体
験

「
漁
師
に
は
海
の
中
が
見
え
る
」漁
師
の

真
剣
勝
負
に
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
ま
す
。
五
〇
〇
㍍
に
お
よ
ぶ
大
型
定

置
網
は
、
揚
げ
る
に
つ
れ
て
魚
の
鱗
が

光
り
ま
す
。
森
と
海
と
の
深
い
つ
な
が

り
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

地
引
き
網
体
験

力
を
合
わ
せ
て
地
引
き
網
。

宮
津
湾
を
は
さ
ん
で
両
岸
で

行
わ
れ
て
お
り
、
海
の
幸
の

干
物
焼
き
等
も
で
き
ま
す
。

天
橋
立
の
自
然

ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク

松
林
の
中
を
森
林
浴
し
な
が
ら

天
橋
立
の
多
様
な
自
然
を
ガ
イ

ド
が
案
内
致
し
ま
す
。

地域の中学生が学ぶ

海の幸が満載！

朝日がパ
ワーをく

れる

生！ちょっと勇気が…

ずいぶん獲れ
たね！

アサリ漁は文
珠水道の風物

詩

宮津湾は海も山もひと続き

柿渋液を塗り込むと
丈夫な容器に！

皮を剥ぐのは
６月貝殻は海からの

手紙だって！

藤織りの里の暮らしの道具や
写真も展示し、人と人を藤の
糸で結ぶ村の交流館。

藤布展示コーナー

藤織り伝承交流館

ソバ蒔きは地蔵盆の頃。花は一ヶ月
後。彼岸花と混じってすてきだよ。

そば打ち体験

しおぎり荘

干ものを焼く火は炭火、焼け具
合をみながら食べる味は絶品。

干物焼き体験

田井マリンフーズ

敷地は広く、渚から海へ、海か
ら世界へつながっている。

集団生活体験

マリーンピア

里のガイドウオーク

柿渋作り
カンジキ作り

コンニャク作り

しな縄作り

ここ忍者屋敷や
！

1980年ごろ

木灰は
ヤマザクラ

獲物は水深５０
mに！

イ
カ
を
生
の
ま
ま
食
べ
た
の
が
お
い
し
か
っ
た
。
〜
中
学
生
の
体
験
よ
り

〜
中
学
生
の
体
験
よ
り

自
分
で
作
っ
た
そ
ば
は
や
っ
ぱ
り
味
が
格
別
。

人の暮らしと生き物・植物のつながりを体感
環境に適

応して

生きる命を
感じる

日本の里百選の里山「上世屋」の
村ウオーク。畦道を辿り山里の自
然と暮らしを体感できます。

生活用具が腐らないように！水に
強くなるように！里の人はその力
を柿の渋に見つけたのです。

「種芋を植えて育てて掘り出して冬
を越させる」、を繰り返し、三年目
に収穫した芋が使われます。

世屋の積雪は平均 160cm。雪深い山
里の暮らしには欠かせない用具。

百姓仕事は力仕事。結ぶ、束ねる、
何に付けても丈夫さが大事。木は里
のまわりに植えて大事にしました。


